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社会福祉法人栄光会

　　社会福祉法人栄光会の令和４年度現況報告完了にあたり一言、ご

あいさつ申しあげます。

　近年、虐待等、家庭児童養育に欠ける児童の悲惨なニュースが毎日

のように報道されている現状にあります。この現実に施設は、虐待を

受けた児童を保護し、養育を通して心身の健全な成長をはかり、家庭

復帰・社会的自立ができるよう援助しております。

　児童の安定した心身の育成のために若草園では小規模化の体制を構

築し、小規模ケア、グループホーム充実に努めることを理念としてお

ります。また様々な専門職員配置により高機能化・多機能化に対応し

ております。

　そのような中、多機能化の一環である児童家庭支援センターと自立

援助機能の取り組みに期待されております。幡多地域の関係機関と連

携・協力して虐待防止・予防に努め、相談支援を広げるとともに、地

域福祉の向上を目指します。

　若草園の取り組みを実現するために、引き続き関係機関の皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げます。

理事長  平岡和好

 育児相談窓口
児童家庭支援センター

わかくさ

でんわ (0880)

31-0311 　      

24 時間 365 日

相談料無料

（通話料はかかります）

①

御 　  挨  　 拶

現在入所児童数２６／入所定員３６　　　　　　　　　題字：西 久子初代園長（若草園創立 1957[S32].7.1）

7.23 甲羅干し

国内ばかりでなく世界的にも猛暑が

つづいておりますが、園庭では子らが

水遊びをして甲羅干しをしています。



③

児童養護施設若草園の

運営にかかわる

役 員 紹 介

　若草園と児童家庭支援センター

「わかくさ」（社会的養護自立支援

事業「あおば」を含む）の運営母

体である社会福祉法人「栄光会」

の役員をご紹介いたします。

　　 理事長　　　常務理事　　 理事　　　　　理事　　　　　理事　　 　  理事　　　　　監事　　　　監事

　　　　　　　　  施設長
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◇苦情解決第三者委員　（④ページに報告がございます）

相談員　　　　　　相談員　　　　 相談員

 　　 乾　梢　　　　 　　森田 智枝　　 芝　雅人

○ ○ 　役 員 の 顔 ぶ れ  ○○

　栄光会では理事・監事の任期は２年、評議員は４年です。

また、役職の固着化を防止する観点から役員定年制も導入し

ており75 歳を超えては再任できません。全額公費運営の社

会福祉法人ですので、これからも公明な運営になるように取

り組んでいきたいと思います。

　若草園を支える会の役員は次号にて紹介いたします。
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6.11 半年ぶりの教会学校

若草園はキリスト教系施設ですの

で教会学校を１ヶ月に１回開いて

おりますが、昨年 11.20 以来半年

ぶりに開くことができました。

6.28 四国地方が梅雨明け　梅雨入りが 6.13 ですので速報値では観測史上最短になる見込みです。

アジサイが咲いた

今年も園庭のアジサイが色とりど

りに咲きました。コスモスも？！

園庭のボール遊び

園庭には 2011 年に遊具緊急整備事

業によりブランコ、滑り台に加え

バスケットゴールも設置して頂き

ました。コロナ禍により子どもが

園庭で遊ぶ事が増えたため２年前

にバックネットを整備しましたが、

最近、サッカーで雨樋を破損する

事が多く、力の強い中高生は禁止

になりました。今はもっぱらバス

ケに興じて憧れのダンクシュート

を目指しています。

6.14 アルファ米の試食

若草園のご近所にあるオートキャンプ場と

まろっと（上の写真）から災害備蓄食の寄

付を頂いたので試食しました。1 箱 50 食入

で 5L の水の場合 60 分、熱湯なら 20 分で食

べられるようなります。職員会だったこの

日、職員は五目ごはんを、夕食では白飯を

ハヤシライスにしていただきました。
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ドローン撮影：寺田港氏
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～ 令和３年度 ～

苦 情 解 決 報 告
（令和３年４月７日　

～

　　  ４年４月 ６日）

　苦情解決第三者委員会を開催しました。

日　時：４月６日（水曜日）午後７時～８時

場　所：若草園 管理棟１階 プレイルーム

出席者：委員３名、園長、所谷主任

　苦情受付ポストへの投函、子ども達からの口頭での申し

立てもありませんでした。第三者委員からは「苦情が上がっ

てこないのはホームで子ども達の意見が充分に吸い上げら

れているととらえられる」との評価を頂きました。

　「気になる子どもがあるか」との質問があり、「自分の心や

過去を話せていない子どもがある。出せる子どもは心を整

理するきっかけになるが、そうでない子は難しい。日々の

生活で職員が子どもとの関係性を積み重ねていく」と、話

し合いました。

　若草園では入所児童や地域の方々に耳を傾ける取

り組みをしております。お気づきの点がご

ざいましたら遠慮なくご連絡ください。

苦情解決責任者：福留久美（若草園施設長）

　　苦情解決員：森田佳代、所谷 英

 相談員の皆さんは

③ページにて

紹介しています。

音次郎日誌が寄贈される
　
　竹島出身佐竹音次郎が開

設した鎌倉保育園の事業日

誌（複製版）が７月 27 日

に保育の父・佐竹音次郎に

学ぶ会から若草園へ寄贈されました。音次郎日誌は明治

38 年から昭和 15 年に亡くなるまでの間の 33 年間につい

ての 31 冊が残っています。この年代は音次郎が多忙を

極めた日々ですが 9,200 日余８割近い記載率で、彼が日

誌の記載をいかに重視したかが伺えます。この日誌には

次のような価値があると考えられます。

① 当時の社会福祉事業の姿、課題と善後策が分かる。

② 歴史上よく知られた人物の違った顔を発見できる。

③ 社会情勢や国際情勢の記述やその新聞記事の添付。

　音次郎会では日誌を多くの方に読んでほしいと願い、

市や県の図書館にも寄贈

する予定とのこと。閲覧

を希望される方は音次郎

会または若草園にお

問い合わせ下さい。
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